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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，（１）医療・介護利用，（２）医療扶助制度，（３）分娩選択に関
する実証研究に主に取り組んだ。（１）では，中高年の家庭内介護者の健康状態が彼らの両親（義理の両親も含
む）の要介護状態に与えた影響を検証した。（２）では，医療扶助受給者と健康保険加入者の医療利用を比較し
た。（３）では，近年の社会環境の変化が分娩方法選択に与える影響を推定した。加えて，喫煙や財政に関する
実証研究も行った。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I have mainly conducted several empirical analyses
 on (1) the utilization of medical and long-term cares, (2) the Japanese medical assistance system, 
and (3) social environment and delivery choice. Specifically, I examine the effect of the health 
condition of the informal caregiver on their parent's (including those in-laws) care level in the 
project (1). In the project (2), I statistically compare the outpatient and inpatient utilization of
 the medical assistance patients with those of public health insurance. In the project (3), I 
examine the effects of recent public and social environment changes and Caesarean section delivery 
choice. In addition, I conducted other empirical analyses on smoking behavior and public finance of 
the health insurance system in Japan.

研究分野： 医療経済学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
（１）の分析では，介護者の健康状態が悪化すると，両親の要介護状態が悪化することを明らかにした。（２）
の分析では，入院・入院外の双方において，被保護者の医療費が健康保険加入者の医療費よりも有意に高いが，
非効率性の大きさは必ずしも大きくないことを明らかにした。（３）の分析では，設備が整った医療機関におい
てだけでなく，近年の出産一時金の増額によって帝王切開分娩件数が上昇していることを明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
国民皆保険制度の下で，日本国民の健康水準や平均余命は世界トップレベルの水準を達成し

たが，その一方で，我が国は，長寿化によって増大する医療費や介護費をどのようにファイナ
ンスしていくのかという財政面の問題に直面している。これから本格的な少子高齢化社会の到
来を迎えるわが国において，限りある財源や医療・介護資源を効率的に活用するための制度設
計は喫緊の政策課題の一つであるといえる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，現行制度における医療・介護に対する需要と供給が有する特性とそれらの

非効率性に関する検証を行うことを通して，少子高齢化社会における効率的な医療・介護制度
の在り方を提示することである。 
 
３．研究の方法 
本研究における各分析をすすめるにあたって，まずはそれぞれのマイクロデータを組織の担

当者に連絡を取り，それぞれの分析で使用する調査票情報の利用に関する事前相談と利用申請
を行う。個票データが研究室で利用可能な状態になるまでには，数か月の期間を要するため，
その間にそれぞれの研究の先行研究や関連する制度の詳細な変遷等のとりまとめを行う。個票
データが利用可能になった後には，それらを統計ソフトで分析可能なデータセットに変換し，
それを用いて解析作業を行う。ある程度の研究成果がまとまった時点で，第一稿を国内外の学
会等で研究報告を行う。その後の改訂作業を経て，国際的な学術雑誌に論文を投稿し，研究成
果が公表されるように努める。 
 
４．研究成果 
 下記に示すとおり，11件の学会報告等を経て，7本の論文と 1冊の書籍を刊行することがで
きた。 
 
５．主な発表論文等 
 下記に示す通りである。 
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